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資  料
兵庫県 北部の鮮新世~ 更新世火 山岩類

-K-Ar 年 代 ・古地 磁気 ・主化学組成 一

先 山   徹1)*・松 田 高 明2)・森 永 速 男2).

後 藤   篤2)・加 藤 茂 弘1)

Pliocene  to  Pleistocene  Volcanic  rocks  in  Northern  Hyogo  Prefecture,  South-

west  Japan.  ― K-Ar  age,  Paleomagnetism  and  Major  Elements  ―

Tohru  sakiyama,0*  Takaaki  Matsuda,"  Hayao  m0rinaga,2)  Atsushi  g0t02)  and

Shigehiro  katon

Petrographical data, K-Ar  ages, thermoremanent  magnetizations  and  major  chemical composi-

tions of late Neogene  to Quaternary  volcanic rocks have been collected in the northern  part of

the Hyogo  prefecture. On  the basis of K-Ar  ages, these volcanic rocks are classified into Pliocene

volcanic rocks(3.4~2.4Ma)  and  Pleistocene volcanic rocks(1.7~0.3Ma).  The  Pliocene volcanic

rocks are represented by  the Teragi  group,  Hachibuse  and  Hyonosen  volcanic rocks  composed

mainly  of voluminous  calc-alkali andesite and subordinate monogenetic  volcanoes of alkali basalt.

The  Pleistocene volcanic rocks are sporadically distributed throughout  almost  all the area. They

generally form  the small monogenetic  volcanoes composed  of alkali basalts, but the Oginosen  vol-

cano  is  exceptionally large in scale and  made  up of alkali basalt and  calc-alkali andesite. Data

of thermoremanent  magnetization  show  that most  of the volcanic rocks  have  normal-remnant

magnetization  but the Genbudo  lava has a  reverse-remnant  magnetization  corresponding  to the

Matuyama  reversed chron. Major  chemical  compositions  of the volcanic rocks  show  that  the

Pleistocene volcanic rocks are richer in Ti02, ai2o3, total Fe203, Na20,  K20  and  p2o5 and  poorer

in  MgO  and  CaO  than  the Pliocene volcanic rocks.

Key  words: Pliocene, Pleistocene, K-Ar  age, remnant  magnetization, volcanic rock, Hyogo  prefec-

ture

は じ め に

兵庫県北部に鮮新世~更新世の火山噴出物がまとまっ

て分布する( 第↓図). これらは氷ノ山・鉢伏山・扇の

山などの標高1000m を越す山体を忤っているほか, 神鍋

山や玄武洞をはじめとする比較的小規模な単成火山体と

しても点在する. 鮮新世と考えられている照来層群から

2万年前以降の神鍋火山まで火山活動が断続的に続いた

こと, 照来層群, 鉢伏山火山岩類, 氷ノ山火山岩類といっ

た大規模なカルクアルカリ火山岩類の活動から, アルカ

リ玄武岩の単成火山の活動まで, 多様な活動が見られる

ことなとがら, この地域の火山活動史や火山岩の岩石学

的性質を明らかにしていくことは, 西南囗本の鮮新世~

更新世火山活動を考えるうえで大きな意味を持つ. 筆者

らは兵庫県北部に分布する火山岩類の露頭調査・K-Ar

年代測定・古地磁気方位の測定・主成分元素の化学分析

を行ってきた. 本稿では, 現時点でのそれらの結果をま

とめることにより, 今後の新生代末火山活動の研究の基

礎データとする. なお, この研究は兵庫県立人と自然の

博物館による, 兵庫県下の自然環境情報収集事業の一環

として1991年~1993年に行ったものを基礎に, その後の

知見を加えてまとめたもので, 各露頭の写真またはスケッ

チも含め, データは人と自然の博物館のデータバンクに

組み込まれている. 自然環境情報収集事業の詳細は小林

(1995) を参照されたい.
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2)姫路工業大学 理学部 Faculty of Science, Himeji Institute of Technology, Shosha, Himeji 67レ22, Japan
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第1 図. 兵庫県北部の鮮新世~更新世火山岩類の分布. 兵庫県(1961) を一部編集.

方   法

今回の調査においては, まず野外において露頭分布調

査を行い, 露頭及び岩石記載を行った. そのうちいくっ

かの火山岩類についてK-Ar 年代の測定, 古地磁気方位

の測定及び全岩主化学組成の分析を行った.

K-Ar 年代は以下の手順でおこなった. 採取した試料

を小指の先はどの大きさに小割りする. この中から風化・

変質した部分や節理面を取り除き, 新鮮な部分を拾い上

げた. これを蒸留水とキシレンを用いて超音波洗浄する.

洗浄した試料をタンガロイ乳鉢で粉砕し, 使い捨てのナ

イロンふるいで80~100メッシュの間に粒度をそろえた.

これをさらに蒸留水で濁りが消えるまで超音波洗浄を繰

り返した後回収し, 乾燥して測定試料とした. 以上の作

業は姫路工業大学理学部で行った. 調整した試料につい

て, 岡山理科大学蒜山研究所板谷徹丸教授に依頼して,

K-A r 年代を測定した.

古地磁気測定に際しては, 古地磁気測定用クリノコン

パスで各地点最低5 個の定方位試料を採取した. さらに

実験室で直径2.5cm, 長さ2.5cmの円柱試料を可能な限

り多く抜き出し, 測定試料とした. 残留磁化測定には姫

路工業大学理学部のスピナー磁力計を用いた. また残留

磁化の安定性の検討と初生磁化の分離には段階熱消磁法

を採用した. 消磁温度レベルは100,  200, 300, 350,

400, 450, 500, 530, 560, 590 ゜Cである.

全岩化学分析は姫路工業大学理学部の蛍光X 線分析装

置を用いて行った. 試料調整法と分析法の詳細は後藤・

巽(1991) に従った.

結   果

火山岩類の露頭及び岩石記載

↓. 鉢伏一扇ノ山地域の火山岩類

鉢伏一扇ノ山地域で記載した露頭地点を第2 図および

第3 図に示す. 兵庫・鳥取県境付近の鉢伏一扇ノ山地域

には, 照来層群・鉢伏火山・氷ノ山火山・扇ノ山火山群

など, 火山活動が集中している. これらのうち最も古い

のは照来層群で, 鉢伏・氷ノ山火山岩類はそれを軽微な

不整合で覆っているとされる( 兵庫県, 1961). 鉢伏火

山岩と氷ノ山火山岩では, 地形的関係から後者の方が新

しいと思われる. 扇ノ山火山岩類はこれらを不整合に覆っ

て分布する. このほか, 和田火山, 貫田火山, 備火山な

どのアルカリ玄武岩からなる単成火山が点在する. また,



山麓 の急斜面直下には崖錐性堆積物あるいは岩屑流堆積

物が分布し, 姶良丹沢火山灰, 大山生竹軽石, 大山倉吉

軽石などの広域 テフラが挟在する.

(1)照来層群

照末膕群 は下位から高山累層, 春来累層, 小代累層に

区分されている.( 弘原海ほか, 1966). 高山累層 は温泉

町~美方町北部に分布する歌長流紋岩, 竹野町~ 城崎町

の海岸付近に分布する宇日流紋岩, 香住町の鎧の袖岩床

など, 流紋岩質 な溶岩及び火山砕屑岩類からなる. この

うち歌長流紋岩 は斜長石・石英・サニディン・黒雲母・

磁鉄鉱を主な構成鉱物とする凝灰岩からなり, 上部凝灰

岩と下部凝灰岩とに区分されている( 古山・相川, 1983).

春来累層は下部の湯谷礫岩層・上部 の茅野砂岩層( また

は春末泥岩) からなる湖成層である. 小代累層は安山岩

~玄武岩質 の溶岩及び火山砕屑岩からなり, 寺田火山岩

とも呼ばれている( 弘原海・松本, 1958). 本報告で は

Furuyama  (1989) に従い, 寺田火山岩 と呼ぶ こととす

る. 寺田火山岩類 は兵庫県美方町南部~ 温泉町南部から

鳥 取県 の国府町東部及 び若 桜 町東 部 に広 く分布 し,

F  uruy ama  (1989)によってその詳細な層序区分と岩石記

載がなされている. 玄武岩~ デイサイト質の溶岩および

火砕岩からなり, しばしば凝灰質砂岩~礫岩を挟在する.

TSMK-45 流紋岩質溶結凝灰岩( 歌長流紋岩)( 第2 図)

河床の全面露頭. 白色の岩石で, 肉眼で石英, 長石が確認

される. 岩片としては花崗岩質岩片, 泥質岩片が含まれる.

顕微鏡記載

斑晶: 石英・カリ長石・斜長石

岩片: 花崗岩・泥岩

基質: 脱ガラス化か進み, 完晶質. 弱溶結.

TSMK-48 流紋岩質溶結凝灰岩( 歌長流紋岩)( 第2 図)

要滝, 三段滝などの滝を構成する. 白色の岩石で, 肉眼で

石英, 長石が確認される. 岩片としては花崗岩質岩片, 泥質

岩片が含まれる.

OG-2 斜方輝石含有単斜輝石かんらん石玄武岩( 寺田火山岩類)

(第3 図)

斜長石・輝石の斑晶が多い. 全体にやや変質しているが,

一部に新鮮な部分が残っている. 塊状で気泡はほとんどない.

不規則な節理が発達する.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・斜長石・不透

明鉱物. 斑晶は一般に他形で割れ目が多い. かん

らん石は2.5mm 以下で, しばしば骸晶形を呈する.

自形の緑褐色~褐色スピネルを包有する. また周

囲やクラックに沿って変質している. 単斜輝石に

不完全に取り囲まれた結晶が見られることがある.

単斜輝石は1mm 以下でしばしば時計皿構造を有し,

累帯構造や双晶が発達する. 斜方輝石は0.4mm 以

下で, 多くは単斜輝石に完全に包有されて産する

が, 単独でも見られる. 多色性を示す. 斜長石は1.

5mm 以下で, 単斜輝石や不透明鉱物の包有物が多

い. 斑晶の斜方輝石が単斜輝石に包有されること

から, 斜方輝石はマグマと非平衡な時期があった

ことがわかる.

石基: 単斜輝石・斜長石・黒雲母・不透明鉱物・変質が

ラス. 完晶質で, 斜長石と輝石が間粒状組織を呈

する. また, 黄色で多色性を呈さない鉱物が産す

る( イディングサイト?). 粒間に黒雲母が産する

場合がある. 変質ガラスに伴って斜方輝石様の鉱

物が認められる.

HY-118 かんらん石輝石玄武岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

破砕された無斑晶質玄武岩. 部分的に塊状部分がある.

斑晶: 斜長石・単斜輝石・かんらん石. 斑晶鉱物は緑泥

石化が進んでいる.

石基: 斜長石・ガラス. 拍子木状斜長石と黒色のガラス

からなるハイアロピリティック組織を呈する.

TSMK-30 無斑晶質安山岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

黒色緻密な岩石で, 肉眼で確認できる斑晶としては少量の

細粒な斜長石が見られるのみである. 自破砕作用によりゴッ

ゴツした見かけを呈する. 幅2.5mの安山岩岩脈が存在する.

また石英脈が多く見られる.

顕微鏡記載

斑晶: 斜長石・単斜輝石・斜方輝石・かんらん石. 単斜

輝石には凵よしば時計皿構造が発達する. また単

斜輝石が斜方輝石を包有する. かんらん石は全て

変質している. 斜長石は累帯構造が顕著で, しば

しばpatchy zoning を示し, ガラス包有物を含

む. ガラス包有物の多い部分は, コアの部分を融

触する. 細粒の斜長石と輝石による集斑状の集合

物が見られる.

石基: 填間状組織. 拍子木状斜長石と細粒の単斜輝石お

よび褐色ガラスからなる.

TSMK-90 無斑晶質安山岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

黒色緻密な岩石で, 角礫状を呈する. 角礫部, 基質部とも

に同質の玄武岩からなり, 自破砕溶岩と考えられる. 肉眼で

確認できる斑晶は少量の細粒な斜長石が見られるのみである.

斑晶: 斜長石・単斜輝石・斜方輝石. 単斜輝石にはしば

しば時計皿構造が発達する. 斜長石は累帯構造が

顕著で, しばしばpatchy zoning を示す. また

大型の斜長石は石基に融触されることが多い. 斜

長石と輝石による集斑状の集合物が見られる. 捕

獲岩として粗粒な安山岩が含まれる.

石基: 填間状組織.

TSMK-50A 安山岩溶岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

吉滝. 滝を構成するのは輝石安山岩溶岩であるが, 周囲に

は滝の上流域に分布するデイサイト凝灰岩の転石が多く見ら

れる. デイサイト凝灰岩は空隙が多く, もろいため, 容易に

崩壊し, 滝直下の水中には鱗片状の黒雲母の結晶が多く堆積

している.

顕微鏡記載

安山岩溶岩

斑晶: 斜長石・単斜輝石・斜方輝石・石英. 斑晶は斜長

石・単斜輝石が主で, 斜方輝石はほとんどが緑泥

石化している. 少量の石英を含む.

石基: ピロタキシティック組織.

デイサイト凝灰岩

斑晶: 斜長石・角閃石・黒雲母. 角閃石は緑褐色~淡褐

色, 黒雲母は赤褐色~黄褐色を呈する. いずれも

自形~半自形を示す.

基質: ガラス質.

岩片: 岩片は本質岩片であり, パーライト構造の発達し

たガラス質石基を持ち, 斜長石・角閃石・黒雲母

の斑晶を持つ.

HY-119 安山岩質火山角礫岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)



第2 図. 美方町付近の露頭記載位置. 国土地理院5 万分の1 地形図[ 村岡] ・「‾若桜」図幅を使用.



第3 図. 扇ノ山付近の露頭記載位置. 国土地理院5 万分の1 地形図「若桜」図幅を使用.



塊状で淘汰が悪い. 角礫は最大径1m で輝石安山岩が多い.

基質は淡灰緑色緻密.

HY-113 破砕した安山岩溶岩または凝灰角礫岩( 寺田火山岩類)

(第2 図)

変質が著しく, 黄鉄鉱が生じている.90% 以上が角礫で基

質は少ない. 礫種は多くが無斑晶質安山岩で, 淡緑灰色・褐

色・淡黄色( 最も多い) のものがある. 他にガラス質岩( 酸

性溶岩?) を含む.

HY-111 安山岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

変質した安山岩溶岩で自破砕組織が顕著である. 角礫は緑

灰色, 基質は暗紫灰色で有色鉱物は残っていない.

HY-110 安山岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

斑状安山岩. 塊状で不規則な節理を有する. 変質を被って

おり, 有色鉱物は残っていない.( 淡緑灰色)

TSMK-37 凝灰角礫岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

凝灰角礫岩に幅20 cm の粘土脈が見られる. 脈の走向は

N55 ° W, 傾斜は70° NE. 脈は白色の粘土鉱物を主とし, 黄

鉄鉱の結晶を多く含み, 少量の石英を伴う. 以前には粘土脈

の延長に坑道が掘られ, 金が採掘されていた.

TSMK-53 安山岩質凝灰角礫岩および凝灰岩岩脈( 寺田火山岩

類)( 第2 図)

礫として直径10~20cmの安山岩及び花崗岩を含む凝灰角礫

岩と, それを貫く幅80cmの凝灰岩岩脈からなる. 岩脈は花崗

岩の礫を多く含み, マトリックスにも花崗岩起源の鉱物片を

多く含むため, 花崗岩様の見かけを呈する. 岩脈の貫入は走

向E-W, 垂直である. 凝灰角礫岩の下位に存在する花崗岩

を岩脈が捕獲岩として持ち運んだものと考えられる.

TSMK-15 凝灰角礫岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

安山岩質凝灰角礫岩の間に, 凝灰岩, 凝灰質砂岩が挟まれ

る. 上位に崖錐性の礫層が不整合に覆う( 第4 図). 凝灰岩は

ガラス質で, ハイアロクラスタイトの可能性もある. 凝灰角

礫岩の基質の部分もガラス質である. 礫層は板状節理の発達

した無斑晶質デイサイトの礫からなり, 成層している.

顕微鏡記載

ガラス質凝灰岩( ハイアロクラスタイト?) 「TSMK 」.5D)

斑晶: 斜長石

基質: ガラス質. 基質はガラス片と細粒の斜長石からな

る. ガラス片は角張った破片状であることが多い.

また, 本質岩片と見られる部分は気泡が多く, 斜

長石が晶出している.

TSMK-17 凝灰角礫岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

下部は砂岩・礫岩の互層, 上部は凝灰角礫岩からなる. 砂

岩・礫岩互層は走向E-W, 傾斜42゚  S .礫は円~亜円礫で安

山岩質の岩石からなる. 上部の凝灰角礫岩付近では赤色化す

る. 凝灰角礫岩は安山岩類の角礫からなり, 淘汰が悪い. 砂

岩・礫岩互層及び凝灰角礫岩の両者を不整合に覆って, 板状

節理の発達した無斑晶質デイサイトが重なる.

TSMK-72 斑状安山岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

板状節理の発達した安山岩からなる. 下位に北但層群とさ

れる砂岩・泥岩・凝灰角礫岩が分布する. 両者の境界は緩く

斜交する. 安山岩の下底の幅約10cm の部分は褐色で, 発泡し

たと思われる部分が白色のパッチ状を示す.

顕微鏡記載

斑晶: 斜長石・単斜輝石・斜方輝石. 全体に斑晶が多い

が, 特に斜長石に富む. また斜長石と輝石による

集斑状の集合物が多い.

石基: 間粒状組織. 拍子木状斜長石を主とするが, 微粒

な黒雲母を伴う.

TSMK-14 無斑晶質デイサイト( 寺田火山岩類)( 第2 図)

板状節理が発達する. 節理面は走行N67 ° E,傾斜18° SE.

顕微鏡記載

斑晶: 斑晶は少なく, 細粒の斜長石が流理と平行に少量

産するのみである.

石基: ピロタキシティック組織.

TSMK-81 無斑晶質デイサイト( 寺田火山岩類)( 第2 図)

八反滝を形成する. 垂直方向の節理が発達する. 下位に凝

灰角礫岩が分布する. 凝灰角礫岩の礫の直径は最大2m 前後

に達する.

顕微鏡記載

斑晶: 斜長石. 斑晶に乏しく, 少量の斜長石が見られる

ほか, 微斑晶として鉱石鉱物が含まれるのみであ

る.

石基: ピロタキシティック組織. 微粒の黒雲母・鉱石鉱

物を伴う.

TSMK-20 凝灰角礫岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

直径1~2m の亜角礫を含む. これらの大型の礫の間を5

~10cm の角礫が含んだ凝灰角礫岩が埋める. 礫はガラス質~

無斑晶質のデイサイトを主とする. 幅10cm 以下の赤色の碧玉

が脈状に見られる. 周囲には碧玉, 黒曜岩, 流紋岩などの転

石が見られる.

HY-104 デイサイト~流紋岩凝灰角礫岩(~ 火山角礫岩)( 寺

田火山岩類)( 第2 図)

塊状で淘汰悪く, 火砕流堆積物または岩屑流堆積物と考え

られる. 軽石片不明.HY-105 の安山岩溶岩の下位と考えられ

る.

HY-105 かんらん石輝石安山岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

新鮮な部分は暗灰色を呈するが, 一部変質し明灰色化して

いる. 凝灰角礫岩の上位に重なる. 溶岩の上部は破砕され,

20~30 cmの岩塊状を呈する( 第5 図).

顕微鏡記載

第4 図. 照来層群の凝灰角礫岩・凝灰岩・砂岩とそれを覆う礫層. 露頭番号TSMK-15.



斑晶: 斜長石(3mm 以下のものが多い) ・単斜輝石・斜

方輝石・かんらん石. かんらん石は少量でイディ

ングス石化している. かんらん石の周囲には輝石

の反応縁が見られる. 斜長石は破片状のものが多

い.

石基: ハイアロオフィティック組織を示す.

HY-102 安山岩凝灰岩及び凝灰角礫岩層( 寺田火山岩類)( 第

2 図)

露頭上部に凝灰岩, 下部に凝灰角礫岩が重なる. 上部の凝

灰岩は,HY-100 の凝灰岩と類似の岩相を示す.HY-105 の安

山岩溶岩の上位に位置する. 地形・傾斜から判断して, この

凝灰岩の上位に鉢伏山火山岩がのる.

HY-100 安山岩溶岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

上位に赤色化した火山礫~細粒凝灰岩が重なる( 第6 図).

安山岩は塊状の輝石安山岩であるが, 破砕された部分では風

化か進んでいる.

HY-106 安山岩凝灰角礫岩~火山角礫岩( 寺田火山類岩)( 第

2 図)

礫は安山岩( 斑状) が多く, 最大径は30cm に達する. 淘汰

が悪く, 非溶結の火砕流堆積物または岩屑傀堆積物と考えら

れる.                  . ‥

HY-10 凝灰質砂岩~礫岩からなるほぼ水平層( 第2 図)

細粒砂~中礫サイズで淘汰が良い. 鉢伏山火山岩の下位に

位置する.

HY-101 かんらん石含有輝石安山岩( 寺田火山岩類)( 第2 図)

板状節理( ほぼ水平) が発達. 塊状・均質で気泡はほとん

ど見られない.

顕微鏡記載

斑晶: 斜長石・斜方輝石・単斜輝石・かんらん石. かん

らん石は0.2mm 以下で, すべて変質している. 周

囲に斜方輝石の反応縁が見られる. 単斜輝石・斜

方輝石は0.5mm 以下. 斜長石は2.5mm 以下. 不

透明鉱物は0.5mm 以下で, 溶蝕形のものが多い.

また集斑状に斜長石と輝石が集合することがある.

石基: 填間状組織を呈する.

HY-11,12 斑状かんらん石含有輝石安山岩( 寺田火山岩類)

(第2 図)

単斜輝石・斜方輝石・斜長石を含む. 均質・塊状で気泡は

第5 図. 照来層群の安山岩溶岩「HY 」.05) と下位の凝灰角礫岩.

第6 図. 破砕された安山岩(HY-100) と, その上位に重なる火山礫凝灰岩及び細粒凝灰岩.



みられない. やや風化している.HY 」.2で は, 板 状節理が発

達する. 節理の方向はN50 ゜ W, 10゚  N及 びN15 ゜ W, 10° E.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・斜長石・不透

明鉱物. かんらん石は0.9mm 以下で, 完全に変質

している. 単斜輝石は1mm 以下. 斜 方輝石 は2

mm 以 下で, 単斜輝石に取り囲まれつつある. 長

柱状の燐灰石を持つものが見られる. また, 単斜

輝石のラメラ様の組織を持つ場合がある. 斜 長石

は2mm 以下. 粗粒結晶では細粒包有物が多い傾向

にある. 不透明鉱物は溶蝕形を示す. 斜長石と単

斜輝石, 斜 長石と斜方輝石からなる集斑状組織を

示す部分かおる.

石基: 斜長石・単斜輝石・不透明鉱物.

この岩石では, かんらん石・単斜輝石は石基と平

衡で, 斜方輝石は非平衡である.

(2) 鉢 伏 山火 山岩

とろかわせん
鉢伏 山~ 瀞川 山の 標高1000m 前 後 の尾根 を構 成す る安

山岩類. 照 来 層群 の上 位 に分布 し, 照 来層 群を 微弱 な不

整合 で覆 う とさ れている(兵 庫県,196 ↓;Furuyama,1989).

鉢 伏 山 で はかん らん石 輝石安 山岩 を主 と するが, 瀞 川 山

で は角 閃石安 山岩 が分 布 し, 両 者 の関 係 は不明で あ る。

TSMK-64 角閃石安山岩( 第2 図)

水平~北に緩傾斜(N15 ゜ E,25゚  E) の板状節理が発達する.

HY-105 との関係は不明. 肉 眼で斜長石・角閃石の斑晶がよく

観察される.

TSMK-61 斑状安山岩( 鉢伏山火山岩) ・凝灰角礫岩( 照来層

群)( 第2 図)

凝灰角礫岩の上に斑状安山岩溶岩が重なる. 凝灰角礫岩は

風化が著しく, 安 山岩の礫を多く含む. 照来層群のメンバー

と考えられる. 上 位の斑状安山岩は斜長石の斑品及び斜長石

と輝石による集斑状の集合体が観察される. 塊状であるが,

下部の凝灰角礫岩と接する付近では10~5cm の角礫状を呈す

るクリンカーとなっている. 斑状安山岩は鉢伏山火山岩に属

する。

HY-14 かんらん石含有輝石安山岩( 鉢伏山火山岩)( 第2 図)

HY-11,12 にくらべて, 斑晶が大きくなる.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石・斜方輝石・単斜輝石・斜長石・不透

明鉱物. かんらん石はlmm 以 下. 自形~ 半白形

で, 周囲を細粒の斜方輝石が取り囲むことがある.

斜方輝石は1.5 mm 以下. 周囲を単斜輝石に取り

囲まれることがある. 燐灰石・不透明鉱物の包有

物が見られる. 単斜輝石は1.2mm 以下. 累 帯構造

が見られ, 包有物が同心円状に配列する. 糺長石

は5mm 以下. 斜長石と輝石からなる最大4  mm

の集斑状組織が見られる.

石基: 斜長石・斜方輝石・単斜輝石・黒雲母・不透明鉱

物. 間粒状組織を呈する.

(3) 扇 ノ 山火 山群

扇 ノ山 火山 群 は照 来層 群, 鉢 伏火 山岩 を顕 著 な不整合

で覆 う. Furuyama(1981) に よ る詳 細 な研究 が なさ れ,

そ れに よる と, 独 立 し た19 の 単 成 火山群 と それ らか ら流

出 した溶岩 流 か らな る. ア ルカ リか ん らん石 玄武 岩, か

んらん石輝石安山岩なとがらなるが, 量的には安山岩が

最 も多い(Furuyama,1981).

OG-5 無斑品質安山岩( 畑平溶岩)( 第2 図)

塊状で気泡はほとんど見られない. 板状節理が発達する.

顕微鏡記載

斑品: 斜方輝石・かんらん石・斜長石. 斜方輝石は1.3

mm. 周囲には100μ以下の幅でスポンジ状の形態

を示す部分が見られる. 多色性を呈する.70 μ以

下の丸い不透明鉱物を数個含む. 斜長石は1.2mm

以ドの卓状で, 0.5mm 以上の粗粒結晶の内部には,

輝石や不透明鉱物からなる細粒の包有物が見られ

る. 雁行状の割れ目が発達する. かんらん石はO。8

mm 以下で骸晶形を持ち, イディングサイト化し

ている.

石基: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・斜長石・不透

明鉱物. 間粒状組織を呈する.

捕獲結晶: 石英. 石英は約0.6mm で, 溶蝕を受けている.

少量の気泡を含む。

OG-8 無斑品質玄武岩( 菅原溶岩)( 第2 図)

新鮮な玄武岩からなる. 塊状, 灰白色で斑晶として斜長石・

単斜輝石・斜方輝石を含み, 少量のかんらん石(1mm 以下)

を伴う.

顕微鏡記載

斑品: かんらん石・斜長石・単斜輝石・斜方輝石. かん

らん石は1.3mm 以下で変質していない. 斜方輝石

を包有することがある. 斜長石は1.3mm 以下. 卓

状でO。5mm以上のものは細粒包有物を含むことが

多い.

石基: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・黒雲母・燐灰

石・不透明鉱物

捕獲結品: 石英. 石英の周りには細粒の斜長石と単斜輝

石が取り囲江

OG-1 安山岩( 屏風岩溶岩)( 第3 図)

柱状節理が良く発達する. 無斑晶質で, 少量の斜長石・輝

石が見られる.

顕微鏡記載

斑品: 斜長石・単斜輝石・斜方輝石・オパサイト. 斜長

石は3mm 以下. 2mm 以上のものは溶蝕形を呈し,

結晶全体に褐色ガラスと単斜輝石の包有物を持つ.

集斑状を呈する斜長石では, 褐色ガラスが結晶の

境界に濃集するものが見られた.2~1.mm のも

のではマントル状に褐色ガラスと単斜輝石の包有

物が見られる. 結晶内部に褐色ガラスを持つ斜長

石では, 周囲にガラスの少ない30~50μ程度の厚

さのリムが存在する1  mm 以下のものにはクリ

アな斜長石も見られる. クリアな斜長石では, コ

アの部分とマントルの部分の境界に屈折率の低い

5μ程度の部分が見られる. そして, マントル部

分は骸晶形を示す. 輝石には数百μの単斜輝石

(二粒) と斜方輝石( 一粒) が見られた. オパサイ

囗ilmm 程度かそれ以下で, 周囲を細粒の輝石に

取り囲まれる. オパサイトの構成鉱物は, 輝石・

斜長石・不透明鉱物.

石基: 斜長石・単斜輝石・斜方輝石・不透明鉱物. 褐色

ガラスが多い.

捕獲結晶: 石英・不透明鉱物. 石英は1~2mm の溶蝕形

を呈し, 周囲を50μ程度の大きさの輝石( 多くは

単斜輝石で斜方輝石はまれ) に取り囲まれている.

輝石と石英の間には気泡を持だない褐色ガラスが



見られる. しばしば褐色ガラスと石英の間や石英

の内部に, 細粒の斜長石を伴う透明ガラスが見ら

れることがある. 不透明鉱物は約1.5mm の溶蝕形

を呈する. 不透明鉱物の周囲の単斜輝石と斜長石

は石基のものよりも粗粒である.

OG-3 斑状玄武岩( 広留野溶岩)( 第3 図)

斑晶は小さく, 少ない. 板状節理が発達する.

顕微鏡記載

斑晶: 斜長石・かんらん石・単斜輝石. 斜長石のうち,

1~3mm 程度の粗粒で溶蝕形の斜長石は細粒の

包有物を持つ. 包有物の構成鉱物として, 輝石と

不透明鉱物が確認できる. 周囲には包有物の少な

い30ヤ50μ程度の厚さのリムが見られる. これに

対して, 1  mm 以下の粒径の斜長石ではクリアな

ものも見られる. 矩形のものでも内部に不規則な

割れ目が発達し, その割れ目に透明ガラスが見ら

れることがある. 不規則な割れ目を持つ斜長石の

周囲をクリアなリムが取り囲む. かんらん石は0.6

mm 以下で, イディングサイト化している. 骸晶

形を示すことがある. 単斜輝石にはしばしば時計

皿構造が見られる.

石基ンかんらん石・単斜輝石・斜長石・不透明鉱物. 間

粒状組織を呈する.

捕獲結晶: 石英・不透明鉱物. 石英は1~2mm で周囲

に輝石のリムを持つ. 石英内部に輝石・不透明鉱

物・斜長石の細粒結晶からなる集合体が見られる.

不透明鉱物は250μで, 溶蝕され丸い.

0G-4 無斑晶質安山岩( 畑平溶岩)( 第3 図)

塊状で気泡は見られない.

顕微鏡記載

斑晶: 斜長石・かんらん石. 斜長石は2mm 以下で, 粗粒

の結晶ほど包有物が多く, 溶蝕を受けている. 包

有物の多い部分の構成鉱物として確認できるのは

単斜輝石と不透明鉱物である. 包有物の周囲はク

リアなリムに取り囲まれる. かんらん石は0.6mm

以下で, 骸晶形を示す場合がある. しばしば細粒

の輝石( 単斜輝石が多いが, まれに斜方輝石も産

する) に取り囲まれる. イディングサイト化して

いるものも見られる.

石基: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・斜長石・不透

明鉱物・ガラス間粒状組織を呈する. 少量の気泡

を含む.

(4)和田火山

和田火山 は村岡町和田の北西方の尾根に小規模な分布

をする. 村岡町から美方町にかけてのこの地域には同様

の玄武岩が尾根を構成して点在するが, これらがそれぞ

れ別の火山体であるのか, かつて連続していた溶岩が後

の浸食で離れた分布をするようになったのか不明である.

HG-33 アルカリ玄武岩・礫岩層( 第2 図)

上位の和田火山岩はアルカリ質玄武岩, 下位は礫岩層から

なり, 境界は不整合. 礫岩層は円礫が多い. 玄武岩は風化土

壌中にブロック状に産し, ブロックの周囲から変質が進んで

白っぽくなっている. 板状節理を持つブロックが見られる.

肉眼で斑晶は認められない.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石

石基: 斜長石・かんらん石・単斜輝石. オフィティック

な部分と填間状組織を呈する部分とがある. 斜長

石は拍子木状で流状構造が顕著である.

(5)貫田火山

美方町貫田西方の北東 一南西に伸びた尾根を形成する

溶岩流. 標高816.5m の山頂から標高550  m の吉滝キ ャン

プ場にかけての尾根部と, その南東部の標高550~600m

の平坦面とに分かれて分布するが, 両者 は地滑りによっ

て分断されたと考えられる.

TSMK-50B 玄武岩( 第2 図)

吉滝の対岸から尾根にかけて分布する. かんらん石玄武岩.

柱状節理が発達する. 岩石は黒灰色で発砲が著しい. 肉眼で

かんらん石・黒雲母が確認できる. 玄武岩の見かけ下位に礫

層が分布する. 礫層の礫は円礫で安山岩類がほとんどであり,

玄武岩礫は含まれない.

顕微鏡記載

斑晶: 斜長石・単斜輝石・かんらん石・黒雲母. 単斜輝

石には時計皿構造が見られる. かんらん石は融触

されていることが多い. 黒雲母は淡褐色で半自形

の微斑晶として産する. 石英の捕獲結晶が見られ,

その周囲は細粒の単斜輝石の反応縁が取りまく.

石基: 斜長石・かんらん石. 間粒状組織.

そなえ(6) 備火山

備火山 は美方町南部の備地区で尾根上 にやや急峻な山

体と, そこから北西方向に伸びる平坦面を構成している.

林道沿いにスコリアと玄武岩溶岩の好露頭が見られる.

斑状のかんらん石玄武岩からなる.

HY-120 スコリア( 第2 図)

スコリア丘堆積物( 赤褐色). スコリアは最大径40cm で淘

汰が良い. 顕著な層理は見られない. 紡錐形火山弾を含む.

また小規模(20cm~30cm 幅) な玄武岩岩脈が見られる. 周

囲にはスコリア丘の地形・溶岩流の地形が残っている。

HY-121 かんらん石玄武岩( 第2 図)

玄武岩溶岩上に, スコリア丘堆積物がみかけ士重なるが,

新旧関係は不明.

顕微鏡記載

斑晶: 斜長石・かんらん石・単斜輝石. 単斜輝石には時

計皿構造が見られる.

石基: 斜長石・単斜輝石. 斜長石と単斜輝石の間粒状組

織を示す.

(7)第四紀広域 テフラ・岩屑流堆積物など

鉢伏山・氷ノ山の山麓には岩屑流堆積物が発達してい

る. これらの堆積物中には, 凵 ま`しば大山系火山灰や姶

良丹沢火山灰, アカホヤ火山灰などが挟まれる.

HY-103 崖錐とそれにはさまれるテフラ( 第2 図)

鉢伏山火山岩の角礫からなる崖錐堆積物で, 層厚25~30cm

の軽石層を挟む( 第7 図). 軽石層は肉眼で角閃石・黒雲母が

観察され, 大山・生竹軽石層と考えられる.

HY-16 岩屑流堆積物中の安山岩ブロック( 第2 図)

8m 大の露頭( 登山道上) で, 無斑晶質の輝石安山岩から

なる. 一見安山岩溶岩の露頭に見えるが, 周囲を岩屑流堆積

物で取り囲まれ, 堆積物中の巨大なブロックであると考えら

れる.



第7 図. 崖錐性堆積物中に挟まれる大山生竹軽石層(HY-103).

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・斜長石・不透

明鉱物. かんらん石は0.6mm 以下. すべて変質し

ている. 単斜輝石は1mm 以下. 斜方輝石は0.6

mm 以下. 単斜輝石に取り囲まれることがある.

斜長石は4.5mm 以下. 粗粒のものでは結晶周縁部

に細粒包有物からなる汚濁帯が見られる. 不透明

鉱物は溶蝕形を呈する.

石基: 斜長石・単斜輝石・不透明鉱物. 流理構造が発達

する. 薄片では石基は黒っぽい部分と白っぽい部

分に分けられる.

HY-15 岩屑流堆積物( 第2 図)

塊状・無層理の極めて淘汰が悪い堆積物で, 50cm 以下の安

山岩のブロックを多く持つ. 基質は安山岩の破砕物で, 風化

が進み粘土化している. 礫も数cm 以下のものは粘土化.

HY-17 降下軽石堆積物( 第2 図)

軽石層とその上位に重なる崖錐堆積物. 軽石層は, 塊状・

無層理で淘汰は極めて良い. 黄 褐色で3~4mm 大 の軽石,

黒雲母・緑色角閃石を含む. 大山生竹軽石か? 崖 錐堆積物は

主として安山岩ブロックからなる.

HY-19 岩屑流堆積物( 第2 図)

HY-15 と同じ. 基質は黄色土化( 風化) し, 安 山岩ブロッ

クを多く含む( 第8 図). 含 まれる安山岩ブロックは照来層群

のもので, 鉢伏山安山岩は含まれない. 安山岩には節理が発

達している. 新期崖錐堆積物に覆われる.

HY-20 扇状地堆積物とそれに挟まれる火山灰層( 第2 図)

最大2m の安山岩ブロックを含む角礫層で, 数 枚の細粒砂

~中礫層を挟む( 第9 図). 姶良一丹沢火山灰が挟まれている.

姶良丹沢火山灰層の下位はシルト~中礫で, 泥炭質層が挟ま

れる. また, さらに下位には大山系火山灰と思われる降下軽

石層( 大山倉吉軽石層?) が見られる. N70 ゜ E, 60 ゜ S方向

の小断層が見られ, 姶良一丹沢火山灰層が切られる. 山麓部に

たまった扇状地堆積物で, 時 々小さな池ができたと考えられ

る. この露頭の上部ではアカホヤ火山灰が挟まれている.

2. 氷 ノ 山火 山岩

氷 ノ山火 山岩 は鉢伏 火山 岩 の地 形的 上位 に分 布 し, 鉢

伏 火山 より新 し いと考 え られ る. 主 として かん らん石 含

有輝 石安 山岩 か らな る.

HY-2 斑状安山岩溶岩( 第10図)

赤褐色を呈する. 破砕し角礫化している( 最大径30cm).

この付近では登山道に沿って, 塊状部と破砕部が繰り返し露

出する.

HY-3 かんらん石含有複輝石安山岩( 第10図)

顕微鏡記載

斑晶:3mm 以下 の短柱状斜長石, 1mm 前後 の輝石を含

む. かんらん石は少ない.

HY-5 かんらん石含有複輝石安山岩( 第10図)

氷ノ山山頂真下( 西側の尾根上) の露頭で, 氷 ノ山山頂を

作っている溶岩流. 不 規則な節理が発達する. 斑 状かんらん

石含有輝石安山岩からなる. 肉眼で黒と灰色の石基を持つ部

分に分けられる.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・斜長石. か ん

らん石は1.2mm 以下で, 細粒の斜方輝石に完全に

第8 図. 岩屑流堆積物と新期崖錐性堆積物.



第9 図. 扇状地堆積物とそれに挟まれる火山灰層.

第10図. 氷 ノ山火山岩および轟火山の露頭記載位置. 国土地理院5 万分の1 地形図「村岡」・「‾大屋市場」図幅を使用.

囲まれるものや粗粒の斜方輝石結晶に全部または

一部包有されるものが見られる. 石基と平衡に見

えるものもある. 単斜輝石は2mm 以下で, 累帯構

造が見られる. 斜方輝石は1mm 以下で, 多色性が

見られる. 輝石は丸い穴を持ったり中空の結晶形

(骸晶形?) を呈することがある. 斜長石は2mm

以下. 0.5mm 以上の粗粒結晶では細粒包有物を持

つものが多い. 斑晶のかんらん石が斜方輝石に取

り囲まれることから, かんらん石とマグマに非平

衡な時期のあったことがわかる.

石基: 斜長石・輝石・不透明鉱物

HY-6 斑状安山岩溶岩( 第10図)

肉眼で, 斑晶として斜長石(8mm 以下), 輝石(4mm 以 下),

かんらん石(5mm 以下)を含む/ 板状節理が発達C-E-W~N

70゜ E, 18 ° S)する.

HY-33 安山岩溶岩( 第10図)



塊状で, 破砕した安山岩を挟む. 塊状安山岩は節理の発達

した斑状安山岩であるが, 破 砕した部分は風化が著しい. 沢

をはさんで流紋岩質軽石流堆積物, 沢中に酸性細粒凝灰岩が

露出するが, それぞれの関係は不明である. 流 紋岩質軽石流

堆積物は塊状・無層理で, 淘汰が悪く軽石に富む. 石英・斜

長石・黒雲母片に富み, 石質岩片は見られない.

HY-35 斑状安山岩溶岩( 基盤岩?)( 第10図)

多孔質で上部に破砕した部分がみられることから, 溶 岩流

のトップに近い部分と考えられる. 有色鉱物は一部変質し,

炭酸塩・シリカ鉱物の細脈がみられる. 氷 ノ山の溶岩ではな

く, 基盤岩の可能性もある.

顕 微鏡記載

斑晶: 斜長石・単斜輝石・斜方輝石・不透明鉱物. 斜長

石は2mm 以下. 単斜輝石は1mm 以 下 で自形性

が強い. 斜方輝石は1mm 以 下で, す べて緑泥石

化している. 細粒の石英による0.5mm 前 後 の集合

が見られる. 不透明鉱物は0.5mm 以 下. 斜長石の

集合体が多く見られる.

石基: 斜長石. 填間状組織.

HY-40 斑状かんらん石含有輝石安山岩( 第10図)

板状節理が発達(N35 ° E, 15゚  E) する. 塊 状で気泡はな

い. 肉眼で斜長石・輝石・かんらん石( 少ない, 5mm 大, 粒

状) の斑晶が認められる. 氷 ノ山から南東になだらかな面を

作る溶岩流を形成する.

顕 微鏡記載

斑晶: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・斜長石・不透

明鉱物. かんらん石には自形~ 半自形のもののは

か, 最大4mm に達 する集合体が見られる. いずれ

も斜方輝石の反応縁に取り囲まれる. 斜 長石と集

斑状のこともあるが, 斜 長石とかんらん石の境界

には斜方輝石があるか, 斜 長石が分解しているよ

うに見える. 単斜輝石 は1.3 mm 以 下. 斜方輝石

は1mm 以下で, しばしば単斜輝石に包有される.

また, 輝石中には長柱状の燐灰石が包有されるこ

とがある. 斜長石は3.5mm 以下で, 粗粒のものに

は細粒包有物が多い. 不 透明鉱物は溶蝕形のもの

が多い. 集斑状の組織を示す部分がある.

石基: 斜長石・単斜輝石・斜方輝石・黒雲母・角閃石・

燐灰石・不透明鉱物. 開粒状組織を呈する.

HY-43 火山角礫岩( 第10図)

塊状・無層理で, 淘汰が悪い. 火 砕流堆積物の可能性があ

る. 石質岩片は斑状の安山岩のみからなる.

HY-44 斑状 かんらん石含有輝石安山岩( 第10図)

塊状, 均質で板状節理が発達する(N40 ゜ E, 26゚  E). 気 泡

はない. 斑晶として斜長石・輝石に富み, 少量のかんらん石

も見られる.

顕 微鏡記載

斑晶: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・斜長石・不透

明鉱物. かんらん石は1.5mm 以 下で, 斜 方輝石と

の集斑状の部分に産し, 斜 方輝石の反応縁に取り

囲まれる. 単斜輝石・斜方輝石は2.5mm 以下. 斜

長石は3.5mm 以下で, 粗粒のものには細粒包有物

が多い. 不透明鉱物は溶蝕形を示す. 斜 長石・輝

石・かんらん石からなる集斑状組織が顕著である.

石基: 斜長石・単斜輝石・斜方輝石・黒雲母・不透明鉱

物. 間粒状組織を呈する.

3. 轟 火 山

轟火 山 は アルカ リ玄武 岩 の溶岩 か らなり, 関 宮 町轟 か

ら大屋 町 にかけて の杉 ヶ沢 高原 の平 坦 面を 作 ってい る.

HY-107 かんらん石玄武岩( 第10図)

斑状, 新鮮で風化核として, 30cm~3m 大 のブロック状の

産状を示す.

HY-108 かんらん石玄武岩( 第10図)

HY-107 の500m 北で, おなじ岩体と考えられる. 風 化核と

して新鮮な径3m 以 下のブロックを多く含む.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石・単斜輝石・斜長石. 単斜輝石の累帯

構造が著しい. また集斑状に斜長石と単斜輝石の

集合体が見られる.

石基: 斜長石・単斜輝石. 拍子木状の斜長石と単斜輝石

の間粒状組織をなす.

4. 猿 尾 滝 ひん岩 およ び相 当す る貫入 岩体

兵庫県 北部 には南北 方向~ 北 西 一南東方 向 に伸 びた岩

脈が, 北 但 層群及 び照 来層 群を 貫い て分布 す る. こ れ ら

は猿尾 滝 ひん岩( 兵 庫県, 1961) と 呼 ば れ, 一 般 に ひん

岩 ・閃 緑斑 岩な ど中性 の斑 状岩 を主 とす るが, 岩 体 中央

部 で は粗粒 で閃緑 岩質 な岩 相 もあ る. 照 来 層群 の火 山活

動 と関 連 して貫 入 したと さ れるが( 兵 庫県, 1961), そ

の 岩石 学的 およ び年代 学的 研究 はな さ れてい ない. こ の

ほか照来 層 群を貫 く石英 斑 岩 の岩 脈 が見 られ る.

HG-31 角閃石閃緑斑岩( 第11図)

猿尾滝ひん岩の模式地で, 猿尾滝を構成する. 斑晶は主に5

mm 以下の斜長石・角閃石からなる. 角 閃石は多くが変質し

ているが, 一部に新鮮なものが残っている.

KH-2 石英斑岩( 第12図)

照来層群の泥岩を貫く石英斑岩. 両者の境界部は破砕され

ている. 石英斑岩の斑晶は石英に富み, 黒雲母・斜長石を含

む. また, 泥岩にはスランプ構造が見られる. 石 英斑岩は,

照来層群の火山活動に伴うものであろう.

KH-3 角礫岩と石英斑岩( 第12図)

両者はN55 ゜W,70°Sの断層で境される. 角 礫岩は花崗岩や

矢田川層群起源の流紋岩・流紋岩質凝灰岩などを含み, 新し

い火山岩の礫を含まない. 照来層群ではなく基盤の可能性も

ある. 石英斑岩はKH-2 の連続である.

5. 浜 坂 火山

浜坂火 山岩 は浜 坂町 と温泉 町 の境界 の尾 根部を 構成 し

て 分布 す る.

HG-32 無斑晶質玄武岩( 第12図)

玄武岩( 溶岩流と思われる). 風化土壌中にブロック状~ 層

状に産する. 新鮮な部分は灰色であるが, 風化が進むと黒色

~黒褐色を呈する. 肉眼で斑晶は認められない. 岩 石は多孔

質で空隙の最大径2cm であ るが, 充填物は見られない.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石・斜長石. 斜長石は溶蝕され, ガラス

包有物を多く含む. また集斑状に斜長石とかんら

ん石が集合する.

石基: 斜長石・かんらん石・単斜輝石・不透明鉱物.

捕獲結晶: 石英. 溶蝕された石英が含まれ, その周囲に

は単斜輝石の反応縁が見られる.

6. 大 屋 火 山



第11図. 猿尾滝ひん岩の露頭記載位置. 国土地理院5 万分の1 地形図「村岡」図幅を使用.

第12図. 猿尾滝ひん岩相当の石英斑岩および浜坂火山の露頭記載位置. 国土地理院5 万 分の1 地形図「浜坂」・「香住」図幅を使用.



大屋 火山 は大 屋町 と養父 町 境界 の尾 根に分 布 し, 斑 状

輝 石玄 武岩 か らな る.

HY-139 斑状玄武岩溶岩( 第13図)

斑晶は斜長石(7mm 以下, 長柱状), 輝石(3~4mm 以

下, 多 く目立つ) か らなる. 風化核として新鮮な部分が残る.

顕微鏡記載

斑晶: 斜長石・単斜輝石・かんらん石. かんらん石は少

量含まれるのみである. 単 斜輝石には時計皿構造

が見られる. また集斑状に斜長石と単斜輝石が産

する.

石基: 斜長石・単斜輝石. 間粒状組織を呈する.

7. 田 倉 山火 山

田倉 山火 山 は兵庫県 和 田山町 ・山 東町 と京 都府 夜久 野

町 との境 界 にあ る宝 山( 田 倉 山) 付 近 に分布 す る. 田 倉

山 団体 研究 グル ープ(1984a,b) に よ る と, 下 位 か ら小

倉溶岩, 衣 摺溶 岩, 田 倉 山溶岩 の順 に3 枚 の溶岩 の流 出

のあ と, 田 倉山 スコ リア丘 が形 成 され たと され る. 溶 岩

流 はいず れ もかん らん石玄 武岩 であ る。

HG-16 無斑晶質玄武岩( 小倉溶岩)( 第14図)

灰色を呈する玄武岩からなる.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石・斜長石. かんらん石は1.6mm 以下で,

イディングサイト化が著しい. 自形の不透明鉱物

(お そらくスピネル) の包有物が多い. 斜長石は1.

2mm 以下. かんらん石や斜長石が集斑状を示す部

分か見られた.

石基: かんらん石・単斜輝石・斜長石・不透明鉱物. 比

較的粗粒で間粒状組織を呈する. 単斜輝石は充填

状で, 褐色~紫色を呈することがある. 粒間に変

質ガラス?, 長柱状の不透明鉱物が見られる.

8. 玄武洞火山

玄武洞火山は豊岡市と城崎町との境界部の, 円山川の

両岸に分布する. 近年, 下位 の斑状かん らん石玄武岩

(玄武洞溶岩) と上位の単斜輝石玄武岩( 赤石溶岩) と

からなること, そのうち赤石溶岩が著しくP に富み, Si

およびK に乏しいことが明 らかにさ れ(Genbudo Re-

search Group,  1989), 両者 が異 なる本源 マグマから由

来した可能性が指摘されている( 加々美・玄武洞団体研

究グループ, 1990 ; 玄武洞団体研究 グループ, 1991).

また玄武洞対岸の二見山にはスコリア丘が存在するとさ

れている( 玄武洞団体研究グループ, 1991).

HG-1 かんらん石玄武岩( 玄武洞溶岩)( 第15図)

柱状節理が発達する. 露頭上部と下部とで節理のパターン

が異なるが, 別のフローユニットと考える根拠はない.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石. かんらん石は1.3mm 以下で, イディ

ングサイト化している. 骸晶形を呈するものがあ

第13図. 大屋火山の露頭記載位置. 国土地理院5 万分の1 地形図「‾村岡」図幅を使用.

第14図. 田倉火山の露頭記載位置. 国土地理院5 万 分の1 地形図「但馬竹田」図幅を使用.



第15図. 玄武洞火山の露頭記載位置. 国土地理院5 万分の1 地形図「‾城崎」図幅を使用.

第16図. 神鍋火山の露頭記載位置. 国土地理院5 万分の1 地形図「香住」・「‾村岡」図幅を使用.



る. また, 褐色自形のスピネルを含む場合がある.

石基: かんらん石・単斜輝石・斜長石・不透明鉱物・変

質ガラス. 単斜輝石は100μ以下で凵f 凵f 褐色.

自形の不透明鉱物は少ない.

HY-125 無斑晶質玄武岩溶岩( 赤石溶岩)( 第15図)

気泡が多く, 全体に風化している. 中央部左側にやや新鮮

な部分が見られる. 玄武洞火山の最上位と考えられているも

のであるが, 容易に観察できる唯一の露頭である.

顕 微鏡記載

斑晶: かんらん石・単斜輝石・斜方輝石・黒雲母. 単斜

輝石の累帯構造が著しい.

石基: 単斜輝石. 単斜輝石とガラスからなるハイアロピ

リティック組織を呈する.

HY-129 無 斑品質玄武岩( 第15図)

柱状節理が発達している. 気泡はほとんど見られない.

顕微鏡記載

斑晶: かんらん石

石基: 斜長石・かんらん石・単斜輝石・燐灰石. 完 品質

で, 燐灰石を多く含む.

9. 神 鍋 火 山群

神 鍋火 山群 は日高 町神 鍋山 付近 のい くっ かの スコリア

丘 と, 稲 葉川 に沿 って流 下 した溶 岩流 とか らな る. 神 鍋

火山 群 の活動順 序 につい て は古 山(1973,  1990), 川 本

(1990), 古 山 ほか(1993) な ど の研 究が あり厂lつつ!i‘ い 方 か

お
っくぇ

ら西気 火山, 大 机 火山, ブ リ火 山, 太 田火山, 清 滝火山,

神 鍋 火山 の順 に活動 し たと されて い る. ま た太 田 スコ リ

ア層 と神 鍋 スコ リア層 との間 に姶良 丹 沢火山 灰 が挟 まれ

る( 川 本,1990 ; 古 山 ほか,1993) 。

HG-2 かんらん石玄武岩( 西気火山)( 第16図)

神鍋火山群で最古の溶岩. 無斑品質玄武岩からなり, 塊 状

で気泡がほとんど見られない. 不規則な節理が発達する.

顕 微鏡記載

斑晶: かんらん石・斜長石. かんらん石はL4mm 以下 で

骸晶形のものが多い. 斜長石は1.1mm 以 下で長柱

状.

石基: かんらん石・斜長石・単斜輝石・黒雲母・不透明

鉱物. 完品質で, 間粒状組織を呈する.

HY-134 スコリア・玄武岩溶岩( 大机火山)( 第16図)

風化したスコリア堆積物の上位に無斑晶質玄武岩溶岩が重

なるレ 玄武岩溶岩は多孔質で, 気 泡はほぼ下底面と平行にの

びる. 溶岩の下底面には不規則な突起が見られる.

HY- 135 スコリア・玄武岩溶岩( 神鍋火山)( 第16図)

最大径30cm~ 中粒砂サイズのスコリアからなり, 露 頭上部

に溶岩のブロックが含まれる. 溶岩を乗せたスコリア丘の一

部がくずれた堆積物の可能性がある.

HY-136 スコリア・玄武岩溶岩( 神鍋火山)( 第16図)

神鍋山スコリアと溶岩からなる大露頭. スコリアの堆積構

造が良く観察される( 第17図). この露頭では少なくとも4 時

期のスコリアの噴出が確認される. 上 部には薄く玄武岩の溶

岩流が挟まれる. スコリア層は下部のものは粗粒, 上 部では

細粒になる.L 位に黄褐色風化火山灰層が堆積し, さ らに上

位には角礫混じりの黒色土層が数10cm~lm の厚さで覆う.

HY 」37 無斑品質玄武岩溶岩( 神鍋火山)( 第16図)

道路造成のための新しい切り割り. 新 鮮な無斑晶質玄武岩

溶岩からなる.L 部3~4m の部分は多孔質, 下 部3m は塊

状で気泡をふくまない.

顕微鏡記載

斑品: かんらん石・斜長石.

石基: かんらん石・単斜輝石・斜長石・アルカリ長石.

HY-133 無斑品質玄武岩溶岩( 神鍋火山)( 第16図)

令体に多孔質で, 気 泡の量・サイズは所により大 きく異な

る.

顕微鏡記載

斑品: かんらん石・斜長石.

石基: 斜長石・かんらん石・単斜輝石. 間粒状組織を呈

し, 完品質である.

HY-138 玄武岩( 神鍋火山)( 第16図)

新しいバイパス沿いの小露頭. 玄武岩溶岩で, 下 部は気泡

をほとんど持たず, 新鮮な岩石からなるが, 上部はクリンカー

で, 多孔質な部分と気泡を含まない溶岩片からなる.

K-Ar 年 代

照来 層群 の安山 岩類, 鉢 伏安 山岩, 扇 ノ山火山 岩類 の

ほか, 玄 武洞 を はじ めとす る玄武 岩質 の単成 火山 群 につ

いてK-Ar 年 代 の測定 を行 っ た. そ の結果 を第1 表 に示 す.

第17図. 神鍋火山のスコリアおよび溶岩の堆積構造「HY 」.3旺



本地域の火山岩類のK-Ar 年代値を見ると3.4~2.4Ma の

鮮新世後期の年代を示すものと, 1.6Ma 以降の更新 財の

年代を示すものとの間で, 年代値にギャップが見られる.

そのうち最も古い年代を示すのは浜坂火山で, 3.43 ±

0.12Ma という年代値が得られた. 照来層群については,

従来フィッション・トラック法により,5~6Ma の年

代が得られ( 弘原海,1984), 中新世後期~鮮新世中期の

堆積と考えられていたが, 今回照来層群中の寺[|.]火山岩

について得られたK-Ar 年代は2.81Ma~2.64Ma で, 従

来考えられていたより若く, 鮮新世後期の活動であるこ

とが明らかになった. 同様のK-Ar 年代及びフィッショ

ントラック年代は宇都ほか(1994) によって寺田火山岩

の下位に分布する歌長流紋岩についても得られている.

照来層群の上位に重なる鉢伏山安山岩及び氷ノ山火山岩

の噴出年代については, これまで照来層群より新しく扇

ノ山火山より古いことがわかっていただけで, 漠然と第

四紀の活動と考えられることが多かったが, 今回の年代

測定で氷ノ山火山岩について2.54±0.06Ma ・ 2.55±0.11

Ma,  2.58±0.07Ma の年代が得られ, 鮮新肘後期の活動

であることが明らかになった. 鉢伏山火山岩についての

年代測定は行わなかったが, 層序的に照来層群の寺田火

山岩と氷ノ山火山岩との間に位置することが確かである.

照来層群と氷ノ山火山岩の年代値の差が小さいことから

みて, 照来層群・鉢伏山火山岩・氷ノ山火山岩の活動は,

ほぼ連続的であったと考えられる. そのほか玄武岩質単

成火山では, 氷ノ山火山の東方に分布する轟火山と大屋

火山で, 前者が2.44ナ0.08Ma, 後者が2.41±0.08Ma.と

いう, 氷ノ山の火山活動よりやや若い値が得られた.

更新|社の年代を示すものとしては, 1.5Ma 前後にまと

まった活動がある. 玄武洞火山では玄武洞溶岩のかんら

ん石玄武岩について1.53±0.06Ma, 玄武洞対岸の伊賀

谷の無斑品質玄武岩について1.75±0.14Ma という年代

が得られた. 和田火山については1.47±0.06Ma の年代

が得られた. 村岡町~美方町のこの付近には玄武岩の小

規模な火山が分布しているが, いずれも1.5Ma 前後の年

代を示すことが知られている(Furuyama d al.,  1994).

更新區の年代値を示した火山のなかで最も広い分布を占

めるのは扇ノ山火山岩類で, 屏風岩溶岩 :1.08 ±0.04

Ma, 広留野溶岩:0.92 ±0.05 Ma, 菅原溶岩:0.61 ±

0.08Ma, 畑ヶ平溶岩:0.41 土O。04Ma ・ 0.39±0.04Ma の

年代を示す. これらの年代順はFuruyama(1981) でまと

められた火山層序とほぼ.一致する. ただし, Furuyama

(1981)およびFuruyama d al.  (1994)で扇ノ山火山群

の巾で新しい溶岩流であるとされていた広留野溶岩につ

いては, 今回の測定では屏風岩溶岩と菅原溶岩の間の比

較的ノ占い年代値を示した.

備火山は0.87±0.03Ma, 西気火山は0.64±0.05Ma の

年代を示し, 扇ノ[LI火山の活動時期と重なる. 田倉山火

第1 表. 火山岩類のK- ΛΓ年代測定結果.



山 の 小 倉 溶 岩 は0.30 土0.05  Ma で, 扇 ノ 山 火 山 よ り 新 し

い.    ' ｀    '                  ノ …… …`

兵 庫 県 北 部 で は, さ ら に 新 し く 神 鍋 火 山 群 の 活 動 が 知 ら

れ て い る が, そ の う ち 最 も 古 い 西 気 火 山 以 外 は 今 回 測 定

し な か っ た.

古 地 磁 気 方 位

16 地 点 で 得 ら れ た 火 山 岩 に つ い て 残 留 磁 化 を 測 定 し た.

測 定 結 果 を 第2 表 に 示 すL 氷 ノ 山 の5 地 点 で,の 試 料 を 除

く11 地 点 の 試 料 に つ い て 段 階 的 熱 消 磁 を 行 っ た. 測 定 の

結 果, 玄 武 洞 溶 岩 の 試 料(HG-1,G2) の み が 逆 帯 磁 を 示

し, 他 は 全 て 正 帯 磁 で あ っ た. 玄 武 洞 のHG-1 とG2 で は

磁 化 方 位 に 差 が あ る. 観 光 地 と い う こ と で 採 取 を 制 限 さ

れ た た め, ど ち ら を よ り 正 し い と す る か 判 断 で き な い.

と り あ え ず, こ の2 岩 石 の 方 向 を 平 均 す る と, 偏 角=-

159.4 ° , 伏 角=  -46.4 °と な り, こ の 結 果 はMatuyama

(1929) の 明 ら か に し た 残 留 磁 化 方 位( 偏 角=-150 ° , 伏

角=  -49 ゜) を 追 試 し た 結 果 と な っ た.

測 定 結 果 を 時 代 を 追 っ て な ら べ る と, 照 来 層 群: 偏 角=

-9.5 ° , 伏 角=  -58.6 ° , 鉢 伏 山: 偏 角=-10.3 ° , 伏 角 こ

58.2 ° , 氷 ノ 山: 偏 角=4.38 ゜ , 伏 角=49.32 ≒ 玄 武 洞:

偏 角=  -159.4 ° , 伏 角=  -46.4 ° , 西 気: 偏 角=  -4.2 ≒

伏 角=50.6 ° , 田 倉 山: 偏 角=  -8.5 ° , 伏 角=50.8 ° , 大

机 溶 岩: 偏 角=-8.7 ° , 伏 角=40.2 ゜ , ブ リ 溶 岩: 偏 角=

-10.5 ゜ , 伏角ご≠60.8゜ , 神鍋溶岩: 偏角=  8.5≒ 伏角=

73.7 と゚変化している.

全岩主化学組成

蛍光X 線分析装置による全岩主化学組成の分析結果を第

3 表に示す. また, 第18 図にS102- 酸化物図, 第19 図 に

SiO に(Na20 十K20) 図を示す. 寺田火山岩 は, Si02  =

50.51% の玄武岩からSi02  = 59.31% の安山岩まで広 い組

成範囲を示す. 氷ノ山火山岩 はSi02=57.08~58.53% で,

安山岩質なものが主 体になる. Si02-(Na20 十K20) 図

で は, 寺田火山岩の玄武岩質なものでアルカリ岩の領域

に入るが, それ以外は高アルミナ玄武岩の領域に入 る.

一方扇 ノ山火山の岩石はSi02  =50.21~58.59% で, 幅広

い組成 を示 すが, 大部分がアルカリ岩 の領域に入り,

Si02 が同程度の照来・氷ノ山火山岩と比べて, Ti02 ・

Fe203 ° Na20 1 K20 ' p  205に富 み, MgO ・ CaO に乏

しい傾向がある(第18図). その他の玄武岩質単成火山に

ついて見ると, いずれもアルカリ岩の領域に入 るが( 第

19図), 浜坂・轟・大屋の鮮新世の火山は照来・氷 ノ山

の各岩石と同様の傾向を示すのに対し, 玄武洞・和田・

備・西気・田倉山の更新世の玄武岩はよりアルカリに富

み, 扇ノ山と同様の傾向を示す.

第2 表. 火 山岩類の熱残留磁気測定結果.

k: 精密度パラメーター, α95 : 保証円



第3 表. 火山岩類の全岩化学組成.

第18図. 火山岩類の全岩SiO 。酸化物図.



第19図. 火山岩類の全岩SiOi-CNa^O十K刀)図. 境界線はKuno(1966) による.(D: アルカリ玄武岩, (2): 高アルミナ玄武岩, (3): ソ

レイアイト.

考   察

火山岩類の年代について

各火山について得られたK-Ar 年代と古地磁気を第20

図にまとめた. その結果は現在の標準的なタイムスケー

ルを参照した場合, 互いに矛盾しない. ただし, 扇ノ山

火山の岩石については古地磁気測定がなされていない.

今回年代測定を行った火山体のいくっかについては, す

でに古山ほか(1993) ・Furuyama d al.  (1994) ・宇

都ほか(1994) などによっても年代値が公表されている

が, それらについて今回得られた年代値は彼らの求めた

年代と若干のずれはあるものの, 大きく異なるものでは

ない. 今回測定された中で注目すべきデータは照来層群・

鉢伏火山・氷ノ山火山の年代である. 照来層群と氷ノ山

火山岩はいずれも鮮新世後期で, その値は前者が2.85~

2.64Ma, 後者が2.58~2.54Maの接近した年代値を有し,

その間に鉢伏山火山岩が位置する. このことは, 照来層

群のうち少なくとも寺田火山岩と鉢伏火山岩との間に,

従来考えられてきたような大きな時代のギャップは存在

せず, 照来層群から鉢伏・氷ノ山火山へと, 火山活動が

ほぼ連続して起こったことを示している. その点て, 照

来層群の火山岩の活動が鉢伏・氷ノ山周辺地域にまとまっ

て分布することや, 全岩化学組成で照来層群と氷ノ山火

山岩が似た化学組成を有することは, この地域の火山活

動をまとめる上で興味深い.

兵庫県北部には, 猿尾滝ひん岩と呼ばれる閃緑岩~閃

緑ひん岩が分布している. Furuyama(1989) によれば,

猿尾滝ひん岩は照来層群の安山岩中に貫入し, さらに鉢

伏火山岩によって不整合におおわれるとされている. 猿

尾滝ひん岩の貫入深度についてのデータは得られていな

いが, 岩体中央部ではかなり粗粒で深成岩的な岩相を呈

する( 兵庫県, 1961) ことから, ある程度深所で固結し

たものと考えられる. したがって, 照来層群の火山活動

の後, 鉢伏火山の活動までの間に, 猿尾滝ひん岩を地表

に露出させるだけの削剥があったことになる. 上述のよ

うに, 照来層群と鉢伏火山岩の年代が連続することを考

え合わせると, この削剥は非常に短期間に急速に起こっ

たものと考えられる. 松田ほか(1994) は照来層群と鉢

伏山火山岩との間に, 照来層群起源の大規模な岩屑流堆

積物の存在を認めている( 本稿のHY-15, HY-16,  HY-

19がこれに相当) が, これらの堆積物の存在は, この時

期の急速な削剥に対応すると考えられる.

照来層群~氷ノ山火山岩の岩相について

照来層群・鉢伏山・氷ノ山の安山岩はいずれも含かん

らん石輝石安山岩で, 非常に良く似た岩相を呈し, 両者

を見分けるのはむつかしい. 顕微鏡下の観察によると,

照来層群の安山岩ではかんらん石の変質が著しく, また

斜方輝石の周囲に単斜輝石が反応縁として晶出するのに

対し, 氷ノ山の安山岩ではかんらん石の周囲に斜方輝石

が反応縁として晶出することで特徴づけられる. したがっ

て, このことによって両者を区別することは可能である.

一方, 鉢伏山安山岩の模式的な岩石(HY-14) 中の輝石と

かんらん石の産状は, 氷ノ山の安山岩と同様, かんらん



第20 図. 各 火 山 岩 類 のK ・、jXlヽ -・41てイXlと 占 地 磁 気 極 性.

石が新鮮で, 周囲に斜方輝石の反応縁が見られる. それ

に対し, その下位に分布する安山岩では, 斜方輝石の周

囲に単斜輝石の反応縁が生成し, かんらん石が:著しく変

質していることから, 本稿では照来別群とし

(HY-11, HY-12, HY-15, HY-101). これらはいずれも

従来鉢伏火山岩に含まれてきたものである(Furuyama,

1989). これらの火山岩を鉢伏火山岩に含めるべきか,

それとも照来層群のメンバーとみるか, それによってこ

の地域の火山活動史や山体崩壊の歴史は大きく変ってく

る. しかしながら, 照来層群に始まるこれらの火山岩に

ついては, 弘原海・松本(1958),  Matsumoto(1963) 以

来, 古山・相川(1983) 及びFuruyama  (1989)による照

来層群の研究かおるのみで, 岩石学的性質について系統

的に捉えた研究はない. 今後, 火山層序などの地質も含

めた岩石学的研究を進め, マグマの性質の変化を明らか

にしていくことが必要である.

全岩主化学組成の時代変化

K-Ar 年代からみて, 兵庫県北部の火山岩類は大きく

鮮新|叶後 期 の ものと更 新|廿の もの とに大きく分け られ る.

鮮 新 財後 期 の活動 は寺 田火 山岩 ・鉢 伏 山火 山岩 ・氷 ノ山

火 山岩で 代表 さ れ るよ うに, 安 山岩 質 の溶岩 と火砕 岩類

の噴出 を 主とす る. そ れに加 えて寺 田 火山岩 の一 部 や浜

坂 ・轟 ・人 屋な どの 火山 は玄武 岩 溶岩 か らな ってい る.

才 方, 第 四紀 の火山活 動 は玄武 洞 ・扇 ノ山 火山 ・神 鍋火

山 群 など の玄武岩 質 単成 火山 を主 とす る. こ れら の化 学

組成 は第18 図 及 び第19 図 で 明 らか なよ うに, 同 じSi02 含

有 量 のこ粁石 で比 較 して, 明 らかに 第四紀 の火山 岩 のほ う

がT102 ° ALOa ° Fe203 ° Na20 ° K20 ° R05 に富 みMgO °

CaO に 乏 し く, ア ル カ リ岩 系 に 属 す る. 扇 ノ山 火 山 群

で は屏 風岩溶 岩 など の カル クア リカ リ岩 の活動 も知 ら れ

て い るが, 同 程 度 のSiOa 成 分 を 有す る照来 層 群 ・氷 ノ山

火 山¥
つ
跿 比 べて も, ア ル カ リ成 分 に富 む 傾 向 が あ る.

Furuyama d al.  (1994) は 玄 武 岩 質 単 成 火 山 の 活 動 が

第 四紀 の みで はな く, 鮮 新[1
ユt
か らすで に始 ま ってい た こ

とを示 して い るに 今回 記載 した浜 坂・ 轟・ 大屋火 山 の玄

武 岩が こ れに相 当す るが, 同 じ アル カ リ岩 の単 成火 山で

あ って も, 鮮 新 世の玄武 岩 と第四 紀 の玄武 岩で はこの よ



うに異なった化学的性質を持ち, これら全てを同一 に扱

うことはで きない. すなわち鮮新世から更新世にかけて,

玄武岩・安山岩ともに, よりアルカリ質なものに変化し

ていったと見ることがで きる. これがどのような造構的

変化に対応するものかは今後の課題である.
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